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子育てするには年間 550 万～840 万円必要 
    道労連  北海道「最低生計費」試算調査結果 発表 
      

  

道労連は、昨年の 1 人くらし

の青年の生計費調査結果に

続き、3月 9日、子どものいる

世代ではどれくらいの生計費

がかかるのか調査結果を発

表しました。   

調査結果から札幌市で子

どもをきちんと育てるためには、

30代で月額460,847円、40

代で月額 542,569円、50代

で月額 703,134円(ともに税・

社会保険料込み)が必要と報

告。年額に換算するとそれぞ

れ約 550万円、約 650万円、

約 840万円です。 

 

きちんとした生活を送るには 
 調査をまとめた静岡県立短期大学の中澤秀一教授は、調査の目的について、「健康で文化的な生活を送るためには、

どれくらいの費用が必要なのかを明らかにすることです。格差や貧困が拡大し、きちんとした生活ができなくなっています。

そのためには、単に衣食住が満たされるだけではなく、その内容（質）も考慮されなければならないし、人間関係といった

目には見えないけれど、人が社会で生きていく上で絶対かかせないものが保障されなければいけません」と説明。 

 

最低生計費も慎ましい生活   
調査は、「生活実態調査」、「持ち物財調査」「価格調査」の3つの調査を実施し、

その結果を精査し、生活に必要な費用をひとつひとつ丁寧に積み上げて算定してい

ます。「持ち物財調査」は、7割以上の人が持つものを所有させ、下から 3割の人が

保有する数で試算しています。 

たとえば、50代は、夫婦と札幌市内の私立大学に通う大学生、高校生からなる 4

人家族。1か月あたりの教育費は一気に約 13万円に上昇する(このうち大学生にか

かる教育費が約 11 万円)。休日にショッピングや交際に使えるお金は月に 3,000円です。冷蔵庫、炊飯器、洗濯機、掃

除機、エアコンなどの家電は、量販店で最低価格帯のものでそろえ、夫は背広 2～4着(約 20,000円)を着回しているな

ど、慎ましい生活です。 

「北海道子どもの生活実態調査結果(速報版)」でも、家計が黒宇の家庭は 3 割弱で、ギリギリか赤字の家計は 3 分の

2を占める状況であることが示されたことでも裏づけられています。 

 

賃上げと社会保障の充実を 
 中澤教授は、「日本各地で調査を行っていますが、

生計費は地域によって大きな違いはありません」と

指摘します。また、ＥＵ各国では賃金と社会保障の

２本立ての貧困や生活不安に対応していることを紹

介し、「賃金の底上げが必要ですが、教育や住宅も含

めた社会保障（生活保障策）も充実させる必要があ

ります」と、全国的な運動を呼びかけました。  

 

記者発表に参加した高２と中 3 の子どもを持つ

40 代のシングルマザーの女性は、「保育士として

24 年働いても賃金が上がらず生活は大変で、食費

も切り詰めています。高２の息子が中学の時、『高校

卒業後は働く』と工業高校に進学しましたが、最近

『大学に行きたい』と話しています。親としては願

いをかなえてあげたいのですが、学費は高く生活が

もっと厳しくなるので悩んでいます。学費がかから

ないと本当にいいなぁ」と、感想を述べました。 


